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お役立ちガイド 他 機 関 か ら の お 知 ら せ

シニア対象パソコン教室
４月受講者募集

□パソコンの始め方と入力　a３日㈭午
後１時～４時／g無料／i３月23日㈰まで

□パソコン入門講座　a４日㈮・11日㈮・
18日㈮・25日㈮午前（計４回）／g6,000
円／i３月26日㈬まで

□ワード初級講座　a１日㈫・８日㈫・15
日㈫・22日㈫の午前（計４回）／g6,000
円／i３月20日㈭まで

□エクセル初級講座　a１日㈫・８日㈫・
15日㈫・22日㈫の午後（計４回）／g6,000
円／i３月20日㈭まで

□パソコンの楽しい活用講座　ご自分の
パソコンでも受講できます。詳細は資料
をご請求ください。　a４日㈮・11日㈮・
18日㈮・25日㈮の午後（計４回）／g１
回1,500円（過年に当教室の講座を受講
された方は１回無料）
bシルバー人材センター東伏見教室
a無料講座以外は午前９時30分～正午、
午後１時30分～４時
dパソコンの始め方と入力および入門
講座以外は文字入力のできる方
eいずれも10人
i往復はがきで、希望講座名・受講日・
住所・氏名・年齢・電話番号を明記し、
シルバー人材センターへ
※受講料はいずれもテキスト代込み
※締め切り後でも受講可能な場合があり
ますので、お問い合わせください。
◎４月から「実用講座」「よろず相談室」
（有料）を開講します。

　詳細はシルバー人材センターkをご覧
ください。
j西東京市シルバー人材センター
（〒202－0013中町１－６－８保谷東
分庁舎・p042－425－6611）

平成27年春採用　
一般・技術幹部候補生募集

　自衛隊の指揮官・技術者などの幹部自
衛官を養成するもので、約１年間の基本
教育の後、各部隊・研究所などで主に総
合職として勤務します。
□応募資格　20歳以上26歳未満の男女
※22歳未満は大卒見込み含む
※大学院修了者は28歳未満
□１次試験の日程　５月10日㈯・11日
㈰（ただし、11日は飛行要員希望者のみ）
□受付期限　４月25日㈮まで

j自衛隊西東京地域事務所
（p042－463－1981）

緑寿園「地域交流会」
～身近な人に認知症が始まったら～

a４月９日㈬午後１時～３時
b緑寿園（新町１－11－25）
e20人
f五島シズさん（認知症介護研究研修東京
センター客員上級研究員）
i４月５日㈯までに、電話で下記へ
j緑寿園（p042－462－1206）

■専門相談（予約制）
i３月18日㈫午前8時30分から希望する庁舎の市民相談室へ直接または電話
（★印は、３月４日㈫から受付中）
予約開始日は大変混み合いますので、ご了承ください。
j田無庁舎２階市民相談室n（p042－460－9805）
 保谷庁舎１階市民相談室o（p042－438－4000）

内　容 場　所 日　時

法律相談
n

３月26日㈬・28日㈮、４月３日㈭・４日㈮
午前９時～正午
※４月３日㈭は、人権・身の上相談を兼ねる

o

３月27日㈭は午前９時～正午で、人権・身の上相談を
兼ねる
４月１日㈫・２日㈬・８日㈫ 午後１時30分～４時30分

人権・身の上相談
n ★4月  3日㈭

午前9時～正午
o ★3月27日㈭

税務相談
n 　3月28日㈮

午後1時30分～4時30分
o 　4月  4日㈮

不動産相談
n 　4月  3日㈭

午後1時30分～4時30分
o 　4月10日㈭

登記相談
n 　4月10日㈭

午後1時30分～4時30分
o 　4月17日㈭

表示登記相談
n 　4月10日㈭

午後1時30分～4時30分
o 　4月17日㈭

交通事故相談
n 　4月  9日㈬ 午後1時30分～4時

o ★3月26日㈬ 午後1時30分～4時30分
年金・労災・雇用保険
人事一般相談 n 　4月14日㈪ 午後1時30分～4時30分

行政相談 n 　4月18日㈮ 午後1時30分～4時30分
相続・遺言・成年後見等
手続相談 n ★4月  2日㈬ 午後1時30分～4時30分

■一般市民相談
場　所 日　時

市民相談室　n・o 毎週月～金曜日　午前8時30分～午後5時

無料市民相談

市内の空間放射線量測定結果 （３月７日現在）
　市では、市内における放射線の状況を把握するため、市内を2㎞メッシュで
区分し、小中学校・保育園・公園の５カ所と武蔵野大学内（協力）１カ所の合計
６カ所で空間放射線量を測定しています。

※次回は、４月15日号に掲載します。最新の情報は市kでご覧ください。
※PM2.5の測定結果については市kに掲載しています。
◆環境保全課（ 042－438－4042）

区分 測定場所 町名 測定日
線量率（マイクロシーベルト／時）
地上１m 地表面

（地上5㎝）
北部 栄小学校 栄町   3月  3日㈪ 0.050 0.057
東部 なかまち保育園 中町   3月  4日㈫ 0.043 0.047
中央部 田無第二中学校 北原町   3月  5日㈬ 雨のため測定なし
西部 田無第三中学校 西原町   3月  6日㈭ 0.049 0.055
南西部 田無市民公園 向台町   3月  7日㈮ 0.040 0.038
南部 武蔵野大学（協力） 新町   3月  5日㈬ 雨のため測定なし

自転車駐車場の月額利用料を
助成します
　市内に住所があり、通勤・通学などの
ため、財団法人自転車駐車場整備セン
ターが管理・運営している自転車駐車場
を月決めで利用する自転車利用者で、次
のいずれかに該当する方には、有料自転
車駐車場の月額利用料の全部、もしくは
一部を助成します。
d①身体障害者手帳もしくは愛の手帳、
または精神障害者保健福祉手帳の交付を
受けている方…全額助成
②生活保護を受けている世帯の方…全額
助成
③市の児童育成手当を受けている世帯の
方（障害手当のみを受けている方は除く）
…800円助成
④60歳以上で、市・都民税が非課税の
方…800円助成
⑤学校・専修学校など、各種学校に在学
する方…200～500円助成
※⑤に該当する方は、自転車駐車場によ
り助成（割引）の額が変わります。田無駅
北口第１・第２および田無駅南口自転車
駐車場を利用する際は２階以上での契約
となりますのでご注意ください。
i道路管理課（保谷庁舎５階）または市
民相談室（田無庁舎２階）へ
※⑤に該当する方は、利用希望の自転車
駐車場管理室で手続きを行ってください。
◆道路管理課o（p042－438－4057）

人にやさしいまちづくり
推進協議会の市民委員

募　集

□協議内容　大規模な開発事業や高齢者、

障害者などに配慮したまちづくりの推進
に関する事項
□回数　年１～３回程度（平日昼間）
□資格・人数　市内在住・在勤・在学で
18歳以上の方・２人
□任期　６月から３年間
□報酬　日額　１万800円
□選考方法　作文による選考
i「私の考える人にやさしいまちづく
り」をテーマとした作文を800字以内（自
由形式）にまとめ、住所・氏名（ふりがな）・
生年月日・電話番号・職業を明記のうえ、
４月４日㈮（消印有効）までに、〒202－
8555市役所都市計画課へ郵送または直
接持参（保谷庁舎５階）
※ほかの審議会などとの兼任は不可。選
考後、結果を送付。作文は返却しません。
◆都市計画課o
（p042－438－4051）

障害のある小学生の介助員登録

　介助員の登録後、介助対象児童が決定
した後に活動を開始します。
□活動場所　市立小学校
□活動時間　登校時刻～下校時刻のうち
可能な範囲で応相談
□謝礼　時給1,040円　
※交通費は支給なし
□応募資格　18歳以上の健康な方で、
教育行政に熱意と理解のある方（介助対
象児童の親族は除く。資格・経験は不要）
i市販の履歴書に必要事項を記入のう
え教育企画課（保谷庁舎３階）へ直接持参
（随時受け付け）
※無償ボランティアが可能な方はその旨
記入してください。
◆教育企画課o
（p042－438－4071）

　下記は、市民の皆さんからお寄せいただいた意見を要約し、
市の考え方をまとめたものです。
　全文については、情報公開コーナー（両庁舎１階）・市k
をご覧ください。

寄せられた意見の概要や市の検討結果
をお知らせします。パブリック

コメント
検討結果

 事案名　 西東京市第4次行財政改革大綱（素案）
【公表日】３月14日㈮　【意見募集期間】１月22日㈬～２月21日㈮　【意見件数】61件（29人）

お寄せいただいた意見 市の検討結果
【使用料・手数料の適正化について】
教養の向上、健康の増進、生活文
化の振興、社会福祉の増進などを
目的とし、みんなが自由に使え学
べる公民館は受益者負担の対象で
はない。また市民交流施設も同様
と考える。 （件数：６件）

使用料・手数料等の適正化については、厳しい財
政状況の中、サービスを提供していくために、公
民館だけではなく、すべての施設において「使用料・
手数料等の適正化に関する基本方針」を基に、市民
負担の公平性、原価計算、利用状況や社会経済情
勢の変化、近隣自治体比較、市民の皆様への影響、
減免基準などを考慮し、検討してまいります。

【民間活力の活用の促進に向けた検
討について】
窓口、保育園、学童、ひいらぎ、
図書館などを指定管理や民間委託
にし、職員は管理するのが仕事で
はおかしい。市民とじかに関わる
部署こそ、市が手放してはいけな
い場である。 （件数：１件）

民間活力の活用の促進については、これまでスポー
ツ施設や文化施設、保育園、児童館などで、サー
ビスや利便性の向上、民間事業者の専門性の活用
のため導入してきました。市としての責任を果た
しながら、民間事業者との連携により、これまで
以上のサービスや利便性向上が図れるよう、今後
も検討してまいります。

◆企画政策課n（p042－460－9800）


